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ニャジロウ

水難救済会
きゅうすけクン

　６月より、令和４年度の日本赤十字社会員会費などの各種募金

活動が始まります。新型コロナウイルスが収束しない中、町民の

みなさまにはご迷惑おかけしますが、ご協力お願いいたします。

共同募金
マスコットキャラクター
はねっち

各種募金活動各種募金活動
へのへのご協力をご協力を

お願いいたしますお願いいたします
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青い羽根募金 日本赤十字社会費

歳末たすけあい募金 赤い羽根共同募金

　青い羽根募金は、日本水難救済会が全国的

に行っている募金活動です。水難事故の根絶

を目的に事故防止事業の資金として活用して

います。

　羽後町分区では、防災用の備蓄品の購入な

どに配分金を活用させていただいております。

　歳末たすけあい募金は「共同募金」の一環

として、支援を必要としている方々をはじめ

地域で暮らす誰しもが、新たな年を迎える時

期に安心して過ごすことができるよう支援す

る活動です。

　皆様からいただいた寄付金は、見舞金とし

て町内の施設や、要援護世帯などの支援を必

要としている方々に送られます。

　日本赤十字社では、災害時の救援活動や救
援物資の備蓄・配布などの災害救援、復興支援、
ボランティア、医療事業、血液事業など多岐
にわたる活動を行っています。これらの活動
は、皆様からのご寄付によって支えられてい
ます。
　日常生活や災害時に役立つ知識を身につけ
る講習会、また災害用移動式炊飯器（写真
下）の貸し出しを行っておりますので、羽後
町社会福祉協議会（TEL：62-5313）までお
問い合わせ下さい。

　共同募金は「赤い羽根」として知られている

募金です。都道府県ごとに行われる募金で、

寄付していただいたお金は県内で使い道が決

められており、寄付していただいた方々の地

域で活きる募金となっています。

　社会福祉協議会では、サロンへの活動運営

費やひとり暮らし高齢者の会への補助、福祉

大会の運営費など地域のための活動に助成を

行っております。

©日本赤十字社
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困
り
ご
と
は
百
人
百
様
。
と

は
い
え
共
通
点
も
あ
り
そ
う
で

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た

の
困
り
ご
と
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
解
決
策
を
探
り
ま

し
ょ
う
。
内
容
に
応
じ
て
専
門

の
方
々
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

【
質
問
】

　

私
は
県
外
に
長
く
住
ん
で
い

ま
す
が
、
町
内
に
い
る
80
代
の

両
親
の
老
老
介
護
が
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。
以
前
は
月
１
回
実

家
の
様
子
を
見
に
帰
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に

な
っ
て
か
ら
は
自
由
に
行
く
こ

と
も
で
き
な
い
状
態
で
す
。
50

歳
を
目
前
に
し
、
独
身
で
も
あ

ニュースなニュースな
言葉 言葉 <5><5>

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
支
援
」

困
り
ご
と
相
談
５

ま
せ
ん
が
、
今
は
長
生
き
の
時

代
で
す
。
80
代
の
ご
両
親
の
介

護
が
10
年
、
20
年
と
続
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
仕
事
に
対
す
る
意
欲

や
年
収
、
貯
蓄
な
ど
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
も
し
も
、
今
の

職
場
で
働
き
甲
斐
を
感
じ
て
い

た
り
、
生
活
も
順
調
に
送
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
積
ん
で
き

た
キ
ャ
リ
ア
を
捨
て
て
、
ま
た

ゼ
ロ
か
ら
や
り
直
す
と
い
う
の

は
、
リ
ス
ク
も
伴
い
ま
す
。
ご

自
身
が
生
活
苦
に
陥
っ
た
り
、

狭
い
人
間
関
係
の
中
で
孤
立
し

た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

長
期
的
な
展
望
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
ご
両
親
と
よ
く
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
介
護
認
定
を
受

り
、
い
っ
そ
退
職
し
て
実
家
で

両
親
の
面
倒
を
見
よ
う
か
悩
ん

で
い
ま
す
。

【
回
答
】

　

ご
両
親
の
こ
と
を
心
配
し

て
、
ご
自
分
が
仕
事
を
辞
め
て

介
護
に
専
念
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
の
お
悩
み
。
親

思
い
の
と
て
も
優
し
い
お
人
柄

を
感
じ
ま
す
。

　

実
際
に
こ
れ
ま
で
も
高
齢
で

一
人
暮
ら
し
の
親
の
介
護
を
す

る
た
め
に
、
県
外
か
ら
町
内
の

実
家
に
戻
っ
て
き
た
方
々
も
い

ま
す
。
町
内
で
新
た
な
職
業
に

就
き
、
仕
事
と
介
護
を
両
立
し

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
場
合
ご
両

親
の
健
康
状
態
が
よ
く
分
か
ら

な
い
の
で
、
拙
速
に
判
断
で
き

け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
加
え
て
活
用

出
来
る
サ
ー
ビ
ス
等
も
踏
ま
え

て
ご
検
討
下
さ
い
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
頻
繁
に
行
き
来
出
来

な
い
分
、
近
所
の
人
や
親
戚
な

ど
に
両
親
の
近
況
を
電
話
で
聞

く
な
ど
、
ま
め
に
連
絡
を
取
り

合
う
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
。

　

要
支
援
か
ら
要
介
護
度
が
進

む
に
つ
れ
、
介
護
費
用
も
増
え

て
い
き
ま
す
。い
ず
れ
に
せ
よ
、

ご
自
身
が
納
得
の
い
く
選
択
が

で
き
る
よ
う
に
、
当
社
協
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
親
身
に
な
っ

て
一
緒
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ 

０
１
８
３
（
６
２
）
５
３
１
３

心
あ
た
た
か
い
ご
寄
付

心
あ
た
た
か
い
ご
寄
付

　

あ
り
が
と
う

　

あ
り
が
と
う

　　

    
    

ご
ざ
い
ま
し
た

ご
ざ
い
ま
し
た

12
月

　

三
輪　

小 

林 

宏 

隆　
様

３
⺼

　

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
お
が
ち

　
　

葬
祭
セ
ン
タ
ー

従
業
員
親
睦
組
合 

様

２
月

　

東
北
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
協
議
会

　
秋
田
副
支
部
長 

矢
野
嘉
章 

様

車
椅
子

湘
南
香
料（
株
）秋
田
工
場 

様

　

ジ
ュ
ー
ス

３
月

　

三
輪　

高 

橋 

魚 

屋　
様

お
む
つ

寄 

　金

物
　 

品

お
う
と
、
日
本
各
地
で
支
援

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
市
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
で
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
ひ

ま
わ
り
」
の
上
映
会
を
開
き
、

売
り
上
げ
の
一
部
を
大
使
館

　

２
月
末
に
始

ま
っ
た
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
男

性
は
国
を
守
る
た
め
に
兵
士

と
し
て
戦
い
、
女
性
や
子
ど

も
、
高
齢
者
は
難
民
と
な
っ

て
隣
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ル
ー

マ
ニ
ア
に
避
難
。
窮
状
を
救

に
寄
付
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
の
女

性
が
募
金
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

県
南
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料

理
や
パ
ン
な
ど
を
提
供
し
、
売

り
上
げ
の
一
部
を
寄
付
す
る

動
き
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
や
ユ
ニ
セ

フ
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
を
は
じ
め
、
全
国
の
自
治

体
や
ド
コ
モ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

な
ど
で
も
募
金
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
善
良
な
一
般
市
民
が

家
族
と
引
き
裂
か
れ
、
窮
地
に

立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
達
に

で
き
る
支
援
を
。
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基 本 方 針
　第４期地域福祉活動計画（平成３１年度～令和５年度）が策定され、今年度で４年目となります。
　少子高齢化に加え、住民一人ひとりを取り巻く環境の変化や地域福祉課題の多様化、複雑化が
より顕著になってきている現状をふまえ、高齢者福祉のみならず各分野の支援等にも力を入れ、
計画の内容に見直しが必要か検討します。
　こうした事業をとおして住民主体の地域福祉活動をめざしながら、関係機関・団体等との連携
を強化し、誰もが安心して暮らせる安全なまちづくりに努めます。

活動の重点項目
１． 第４期地域福祉活動計画を関係機関と連携を図りながら、「みんなでふれ愛、ささえ愛の安心

の町づくり、地域共生社会の実現」をめざします。
２．福祉ネットワークの拡充と地域福祉活動を展開します。
３．地域包括ケアシステムの構築について関係機関との連携に努めます。
４．福祉大会等を通して世代間交流や町民の福祉意識の醸成に努めます。
５．ボランティア活動の拡充と環境の整備に努めます。
６．福祉相談窓口を充実させ、関係機関と連携を図り早期解決に努めます。
７．障がい者関係団体等との連携による地域福祉活動に一層努めます。
８．町の避難訓練と連携を図り、災害が発生した場合に迅速な対応ができるように努めます。
９．若年層の抱える課題と現状の把握に努め、その支援に努めます。
10．組織体制の強化と健全財政の確立により一層努めます。
11． 介護保険法・障害者総合支援法など、目まぐるしく変わる制度に対応できる法人となるよう

一層努力します。
12． 訪問介護事業・居宅介護支援事業と同様に、地域住民から必要とされる五輪坂デイサービス

センターを経営します。

社
会
福
祉
法
人
羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

評
議
員
会　
　

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
３
月
下
旬
に
評
議
員
会
を
開
催
し
、
議

決
承
認
を
得
て
事
業
活
動
を
展
開
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
県
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
急
速
に
感
染

拡
大
し
て
い
る
状
況
を
考
慮
し
、
通
常
開
催
で
は
な
く
書
面

に
よ
る
議
決
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
に
つ
い
て
、
ま
た
昨

年
度
町
か
ら
無
償
譲
渡
し
て
い
た
だ
い
た
五
輪
坂
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
関
連
に
よ
る
定
款
の
一
部
改
正
な
ど
ご
審
議

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
各
案
件
に
つ
い
て
、
評
議
員
の
皆
様
全
員
か

ら
書
面
に
よ
る
同
意
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
令
和
４
年
度
も
引
き
続

き
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

令
和
３
年
度  

第
２
回
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令
和
４
年
度
予
算
は
下

記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

表
は
社
会
福
祉
事
業
拠
点

区
分
、
公
益
事
業
拠
点
区

分
、
収
益
事
業
拠
点
区
分

を
合
算
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令和４年度

社会福祉法人羽後町社会福祉協議会予算

77億億0,0970,097万万33千円千円

科目名 金額 比率

1 積立資産取崩収入 0 0%

2 事業区分間繰入金収入 18,524 37%

3 サービス区分間繰入金収入 29,366 60%

4 その他の活動による収入 1,350 3%

その他の活動収入計 ⑤ 49,240 100%

収  入
事業活動による収入

科目名 金額 比率

1 会費収入 3,331 0.616%

2 寄付金収入 50 0.009%

3 経常経費補助金収入 24,484 4.529%
4 受託金収入 384,628 71.144%
5 事業収入 9,514 1.760%

6 介護保険事業収入 115,980 21.452%

7 障害福祉サービス等事業収入 2,486 0.460%

8 受取利息配当金収入 19 0.004%

9 その他の収入 143 0.026%

事業活動収入計　① 540,635 100%

事業活動による支出
科目名 金額 比率

1 人件費支出 492,196 87.2%

2 事業費支出 23,869 4.2%

3 事務費支出 31,448 5.6%

4 助成金支出 4,210 0.7%

5 負担金支出 1,190 0.2%

6 その他の支出 12,126 2.1%

事業活動支出計　② 565,039 100%

支  出

その他の活動による収入

事業活動資金収支差額 ③＝① - ② -24,404

単位：千円

単位：千円

その他の活動による支出
科目名 金額 比率

1 事業区分間繰入金支出 18,524 30%

2 サービス区分間繰入金支出 29,366 47%

3 その他の活動による支出 14,146 23%

その他の活動支出計 ⑥ 62,036 100%

単位：千円

当期資金収支差額合計　⑨ = ③ + ⑦ - ④ - ⑧ -42,501

当期末支払資金残高　⑪＝⑨ + ⑩ 68,597

予　備　費　⑧ 1

前期末支払資金残高　⑩ 111,098

法人本部拠点区分
法 人 運 営 事 業 特別養護老人ホーム松喬苑介護等業務事業

善 意 銀 行 運 営 事 業 羽 後 町 田 代 福 祉 セ ン タ ー 介 護 等 業 務 事 業

訪 問 介 護 事 業 福 祉 バ ス 運 行 管 理 事 業

身 障・ 知 障（ 児 ）・ 精 神 居 宅 介 護 事 業 高 瀬 ケ ア セ ン タ ー 業 務 事 業

退 職 積 立 金 運 営 事 業 安 心・ 安 全 な 街 づ く り パ ト ロ ー ル 隊 事 業

生 活 福 祉 資 金 貸 付 事 務 事 業 共 同 募 金 配 分 金 事 業

通 所 介 護 事 業 福 祉 サ ー ビ ス 利 用 援 助 事 業

ふ れ あ い 安 心 電 話 推 進 事 業

公益事業拠点区分 収益事業拠点区分
居 宅 介 護 支 援 事 業 シ ル バ ー 人 材 事 業

単位：千円

その他の活動資金収支差額　⑦＝⑤ - ⑥ -12,796

施設整備等による支出
科目名 金額 比率

1 固定資産取得支出 5,300 100%

施設整備等による支出計 ④ 5,300 100%

単位：千円
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社会福祉法人 羽後町社会福祉協議会  〒012-1103 秋田県雄勝郡羽後町林崎字五林坂 21-1  TEL.0183-62-5312・5313  FAX.0183-62-5314

防災グッズはそろっていますか？
　地震や豪雨などの自然災害による被害が各地で発生しています。自然災害はいつ・どのようにして起
きるか分からないため、いざ避難するときにその場で何を持って行くか判断することは難しくなります。
人それぞれ生活に必要な物は違ってくるので下のチェックリストを参考にしていただき、自分自身に必
要なものを考えて準備してみましょう。

非常時の持ち出し品・備蓄品

チェックリスト
災害後の救助や
救援物資の到着までに、
最低限必要なものは
準備しておきましょう。

●非常持ち出し品は、両手が使えるリュックタイプの袋などに
　まとめておきましょう。
●避難の妨げにならないように、軽くコンパクトにまとめましょう。
●自分や家族の状況に応じて必要なものを選びましょう。
●自分に必要なものの優先順位を決めて準備しましょう。
●定期的に中身をチェックしましょう。

　「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」と
は
、

非
常
時
に
備
え
て
食
品
や
日
用
品

を
備
蓄
す
る
方
法
の
１
つ
で
す
。普

段
か
ら
食
品
を
少
し
多
め
に
買
い

置
き
し
て
、賞
味
期
限
順
に
消
費

し
ま
す
。消
費
し
た
分
を
ま
た
買
い

足
す
こ
と
で
常
に
一
定
量
の
家
庭

備
蓄
を
保
つ
方
法
で
す
。

　
賞
味
期
限
切
れ
に
よ
る
食
品
の

ム
ダ
を
な
く
す
こ
と
が
出
来
る
こ

と
や
、普
段
か
ら
食
べ
慣
れ
た
な
じ

み
の
あ
る
食
品
を
非
常
食
に
出
来

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち
の
方

や
、お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家

庭
で
は
そ
の
人
に
合
っ
た
非
常
食

を
準
備
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
普
段
の
生
活
に
取
り
込
み
な
が

ら
出
来
る
備
蓄
方
法
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
家
族
の
好

み
の
食
品
で
非
常
食
を
備
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

消費買い足す

備蓄

　

□現金（小銭を含む）※公衆電話用に10円玉、100円玉
□ 車や家の予備鍵
□予備の眼鏡、コンタクトレンズなど
□ 銀行の口座番号・生命保険契約番号など
□ 健康保険証
□身分証明書（運転免許証・パスポートなど）
□印鑑
□母子健康手帳

□携帯電話（充電器を含む）
□ 携帯ラジオ（予備電池を含む）
□家族の写真（はぐれた時の確認用）
□ 緊急時の家族、親戚、知人の連絡先
□広域避難地図（ポケット地図でも可）
□ 筆記用具

□非常食
□飲料水

□防災ずきんかヘルメット
□懐中電灯（予備電池を含む）
□ 笛やブザー（音を出して居場所を知らせるもの）
□ 万能ナイフ
□使い捨てカイロ

ご自身の環境に合わせて必要なものを準備してください。

貴重品

情報収集
用品

便利品
など

食料など

清潔・健康
のための
もの

その他

ポイント

□マスク
□ビニール袋
□アルミ製保温シート
□毛布
□スリッパ
□軍手か皮手袋
□マッチかライター
□給水袋
□雨具（レインコート、長靴など）
□レジャーシート
□ 簡易トイレ

□救急セット
□常備薬・持病薬
□タオル
□トイレットペーパー
□着替え（下着を含む）
□ウェットティッシュ

□紙おむつ（幼児用・高齢者用など）
□ 生理用品
□粉ミルク・哺乳瓶（赤ちゃんに必要なもの）
□ その他自分の生活に欠かせないもの

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」を

　
　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

編編
集集
　　
後後
記記

編
集
　
後
記

　

今
年
も
雪
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
春
に

な
り
、
陽
光
と
と
も
に
ま
ぶ
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

暖
か
い
風
に
誘
わ
れ
て
外
に

目
を
移
す
と
、
花
々
が
咲
き
乱

れ
る
野
山
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
り

ま
す
。

　

今
日
で
は
コ
ロ
ナ
禍
が
日
常

化
し
、
こ
れ
が
原
因
で
日
常
生

活
が
孤
立
し
、
閉
塞
感
に
被
わ

れ
て
い
る
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
で
も
始
め
よ
う
と
思
い
ま

す
。
外
に
出
て
、
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
て
、
特
に
種
々

の
花
、
季
節
に
応
じ
た
花
々
を

感
じ
て
自
分
を
解
放
し
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
散
歩
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
か
。
花
の
香
り
を
楽
し

み
な
が
ら
風
に
揺
れ
る
花
々
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
取
り
込

む
、
そ
ん
な
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
。
も
ち
ろ
ん
、
密
に
気
を
つ

け
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し

て
。　
　
　
　

       （
Ｓ
・
Ｓ
）

こ
の
福
祉
だ
よ
り
は
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。


